○滝川地区広域消防事務組合職員定数条例

制　定　昭和47年４月１日条例第５号

改正　昭和54年３月17日条例第１号

昭和55年３月15日条例第１号

昭和56年３月14日条例第１号

昭和57年３月15日条例第３号

平成３年３月25日条例第５号

平成４年３月16日条例第２号
平成５年３月８日条例第１号

平成６年３月３日条例第１号
平成８年３月13日条例第１号
平成26年３月５日条例第４号
　（目　的）

第１条　この条例は、本組合の職員の定数について規定することを目的とする。

　（職員の定義）

第２条　この条例で職員とは、消防本部、消防署、議会の事務局及び監査委員の事務局に常時勤務する一般職の地方公務員をいう。ただし、臨時的に任用された者及び休職中の者を除くものとする。

　（職員の定数）

第３条　職員の定数は、次に掲げるとおりとする。

　⑴　消防職員　　　　　　　　　　１７４人

　⑵　議会の事務局の職員　　　　　　　１人

　⑶　監査委員の事務局の職員　　　　　１人

２　前項第２号及び第３号の職員については、組合又は組合を構成する滝川市、芦別市、赤平市、新十津川町及び雨竜町の職員の内から各任命権者と協議して兼務させることができる。

３　第１項各号の定数に欠員のない場合において職員の分限及び懲戒に関する条例（昭和52年滝川地区広域消防事務組合条例第９号）第３条の規定により休職中の職員が復職したときは、定数の欠員が生ずるまでこれを定数外の職員とみなす。

　（職員の定数の配分）

第４条　前条第１項第１号の職員の定数の当該部局内における配分は、消防長が定める。

　　　附　則

　この条例は、昭和47年４月１日から施行する。

　　　附　則（昭和54年３月17日条例第１号）

　この条例は、昭和54年４月１日から施行する。

　　　附　則（昭和55年３月15日条例第１号）

　この条例は、昭和55年４月１日から施行する。

　　　附　則（昭和56年３月14日条例第１号）

　この条例は、昭和56年４月１日から施行する。

　　　附　則（昭和57年３月15日条例第３号）

　この条例は、昭和57年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成３年３月25日条例第５号）

　この条例は、平成３年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成４年３月16日条例第２号）

　この条例は、平成４年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成５年３月８日条例第１号）

　この条例は、平成５年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成６年３月３日条例第１号）

　この条例は、平成６年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成８年３月13日条例第１号）

　この条例は、平成８年４月１日から施行する。
附　則（平成26年３月５日条例第４号）
　この条例は、平成26年４月１日から施行する。
